
2. 持続的な成長を実現するビジネスモデル
不動産の「インカムゲイン」「キャピタルゲイン」「マネジメント」を最適、かつ柔軟に組み合わせ、利益の最大化を実現。

資産回転の
加速

付加価値
（評価益）の
顕在化

株式会社

預かり資産　約5.1兆円

三井不動産グループ総資産　約9.8兆円

関連リートの一覧

主な投資基準の目安
（国内例：NOI利回り）

▶ 都心プライムオフィス 5%程度

▶ 商業（土地保有） 8%程度

▶ 商業（借用地） 12%程度

テナント

▶ オフィステナント数 約3,000社

▶ 商業テナント数 約2,500社
（2025年4月1日時点）

（2025年3月末時点）

管理・運営・
仲介等分譲・売却

マネジメント
預かり資産等を通じた、

継続的な
「マネジメント利益」の享受

キャピタルゲイン
資産の売却による
付加価値の顕在化、

「開発利益（売却益）」の享受

手数料

賃貸 賃料収入

売却売上

インカムゲイン
稼働資産の保有を通じた、
安定的な「賃貸利益」

「施設営業利益」の享受

約 9.8兆円
（2024年度末）

約4.7兆円
有形・無形固定資産

48％

約2.5兆円
販売用不動産

25％

約2.6兆円
その他資産 

27％

※時点の記載がない数値は2024年度末時点のものです。

価値創造プロセス

グループ長期経営方針「& INNOVATION 2030」
第1の道「開発利益の強化～付加価値の顕在化」も併せてご覧ください。

詳しくはこちら
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顧客　投資家　関連リート
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